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4. 研究課題の概要（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

 

浮世絵は、江戸時代に発展した多色摺木版画であり、現在では日本を代表する伝統美術として伝えられてい

る。しかし、浮世絵の版木は、仮に現存する場合であっても、摺り工程による摩耗等により、木版画の再現が不

能なほど劣化している事が多い。また、浮世絵の伝統技法は主に直伝で受け継がれてきたため、浮世絵の製

作手法や使用した材料が現在では不明であることが多い。そこで、本研究では、版木および版画を光計測・画

像解析技術を駆使して科学的に分析することで、当時の浮世絵の製作手法や材料の再現による伝統技術の復

元するための基盤技術の創出を目指す。本研究は、光計測、情報処理、木版研究、版木修復、浮世絵研究の

専門家と浮世絵職人の産学・文理融合型のチームで推進する。 
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5. 研究成果の概要 

 

 本研究では、我々が確立したラマン散乱・自家蛍光分光法による色材分析法を用い、様々な版木・版画のラ

マン・自家蛍光分光スペクトルデータベースの作成、色材のラマン散乱分光イメージングへの展開、自家蛍光

による彫摺技法復元法の検討を行った。 

 まず、昨年度までに確立したラマン散乱・自家蛍光分光法により江戸〜昭和における木版画・版木の分子分

析データベースの拡充を行った。その結果、江戸〜昭和期のスペクトルデータベース 4,160,000 点のスペクトル

データを得た。また、参考情報として現代において復刻された浮世絵、色材純物質、展色剤のスペクトルデータ

ベース 6,320,000 点を取得した。 

 また、本研究で構築した分子分析データベースを活用するためのデータベースフレームワークの構築も行っ

た。まず、データベースの基礎データを格納するためのレコードの仕様について検討した。その結果、各測定

点を１レコードとし、測定点 ID、測定した浮世絵の ID、ラマンスペクトル、蛍光スペクトル、測定位置情報、色情

報、画像等を組み合わせることで効果的なレコードとなることを示した。さらに、本研究で構築した分子分析デ

ータベースと外部データベース（例えば、ARC 浮世絵データベースや、産業総合技術研究所化学スペクトルデ

ータベース等）と連携させる仕組みについても検討を行った。 

 今後は、本研究で得られた成果を発展させ様々な版画・版木のデジタル・アーカイブ化を推進するとともに、

さらなる浮世絵技法推定法の検討、および浮世絵技法の復元・継承・保存を行っていく。 
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